
　

今
月
１４
日
、文
化
庁
は

「
親
子
で
歌
い
つ
ご
う　

日

本
の
歌
百
選
」を
発
表
し
、

町
の
シ
ン
ボ
ル
曲「
牧
場
の

朝
」が
日
本
の
歌
百
曲
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」な
ど

古
く
か
ら
広
く
親
し
ま
れ

て
い
る
曲
や
、２
０
０
３
年

に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
が
歌
い
ヒ
ッ
ト

し
た「
世
界
に
一つ
だ
け
の

花
」（
作
詞
作
曲・槙
原
敬

之
）な
ど
、世
代
を
問
わ
ず

に
口
ず
さ
め
る
曲
が
並
び

ま
し
た
。（
下
の一
覧
表
参

照
）

　

日
本
の
歌
百
選
は
、全

国
か
ら
は
が
き
や
電
子

メ
ー
ル
な
ど
で
公
募
し
、計

６
，６
７
１
通
、８
９
５
曲
の

中
か
ら
１
０
１
曲
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　１月１８日（木）午前１０時３０分から第一小学校
において、新年集会が開催されました。
　当日は、町老人クラブ連合会から４３名が参加
して子供達にお手玉や折り紙などの昔ながらの
遊び方を教えました。
　表紙の写真は、羽根つきコーナーの一コマ
です。

　家族からの一言
　いつまでも、ふたり仲良く、健やかに育って欲しい
　です。
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町の犯罪発生件数が増えています

・仰げば尊し
・赤い靴
・赤とんぼ
・朝はどこから
・あの町この町
・あめふり
・雨降りお月さん
・あめふりくまのこ
・いい日旅立ち
・いつでも夢を
・犬のおまわりさん
・上を向いて歩こう
・海
・うれしいひなまつり
・江戸子守唄
・おうま
・大きな栗の木の下で
・大きな古時計
・おかあさん
・お正月
・おはなしゆびさん
・朧月夜
・思い出のアルバム
・おもちゃのチャチャチャ
・かあさんの歌
・風
・肩たたき
・かもめの水兵さん
・からたちの花
・川の流れのように
・汽車
・汽車ポッポ
・今日の日はさようなら
・靴が鳴る

・こいのぼり
・高校三年生
・荒城の月
・秋桜
・この道
・こんにちは赤ちゃん
・さくら貝の歌
・さくらさくら
・サッちゃん
・里の秋
・幸せなら手をたたこう
・叱られて
・四季の歌
・時代
・しゃぼん玉
・ずいずいずっころばし
・スキー
・背くらべ
・世界に一つだけの花
・ぞうさん
・早春賦
・たきび
・ちいさい秋みつけた
・茶摘み
・チューリップ
・月の沙漠
・翼をください
・手のひらを太陽に
・通りゃんせ
・どこかで春が
・ドレミの歌
・どんぐりころころ
・とんぼのめがね
・ないしょ話

・涙そうそう
・夏の思い出
・夏は来ぬ
・七つの子
・花（喜納昌吉）
・花（滝廉太郎）
・花の街
・埴生の宿
・浜千鳥
・浜辺の歌
・春が来た
・春の小川
・ふじの山
・冬景色
・冬の星座
・故郷
・蛍の光
・牧場の朝
・見上げてごらん夜の星を
・みかんの花咲く丘
・虫のこえ
・むすんでひらいて
・村祭
・めだかの学校
・もみじ
・椰子の実
・夕日
・夕やけこやけ
・雪
・揺籃のうた
・旅愁
・リンゴの唄
・われは海の子

日本の歌百選
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真耶ちゃん（２歳）山野辺真帆ちゃん（６歳） （前山）
やま　の　べ　ま　ほ

　家族からの一言
　元気に育って欲しいです。あなたの笑顔は
　素敵です。

田代　雪乃ちゃん（２歳）（岡ノ内）
　た　しろ　　ゆき　のま　や

鳥見山公園の牧場の朝の歌碑

（　）内は作曲者。五十音順



　
町
県
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
で
す
。�

・
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
で
鏡

石
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
18

年
中
に
何
ら
か
の
所
得
が
あ
っ
た

方
。
た
だ
し
、
所
得
が
な
か
っ
た

方
で
も
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
や
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
な
ど
は
申
告
が
必
要

で
す
。�

・
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
や

営
業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ

っ
た
方
。�

・
給
与
所
得
だ
け
の
方
で
も
、
１

月
31
日
ま
で
に
勤
務
先
か
ら
鏡
石

町
に
「
給
与
支
払
報
告
書
」
の
提

出
が
な
い
方
。�

・
平
成
18
年
の
中
途
で
退
職
さ
れ

た
方
。�

・
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
年
金

や
一
時
金
、
ま
た
は
生
命
・
損
害

保
険
契
約
に
基
づ
く
満
期
返
戻
金

の
収
入
が
あ
っ
た
方
。�

・
平
成
18
年
中
に
土
地
・
建
物
等

の
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
方
。�

���

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。�

・
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
さ
れ
る
方
。�

・
給
与
所
得
の
ほ
か
に
収
入
が
な

く
、
勤
務
先
ま
た
は
支
払
者
か
ら

町
に
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
済

み
の
方
。
た
だ
し
、
新
た
に
控
除

（
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
）
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
税
務
署
へ
確
定
申

告
書
を
提
出
し
た
場
合
を
除
き
、

申
告
が
必
要
で
す
。�

・
平
成
18
年
中
に
所
得
が
な
く
鏡

石
町
内
居
住
の
家
族
の
扶
養
に
な

っ
て
い
る
方
。�

���

・
印
鑑�

・
平
成
18
年
中
の
収
入
や
支
出
な

ど
が
わ
か
る
帳
簿
類
、
通
帳
、
出

荷
伝
票
、
領
収
書
な
ど�

・
給
与
や
年
金
所
得
の
あ
る
方
は

平
成
18
年
分
の
源
泉
徴
収
票�

・
平
成
18
年
中
に
支
払
っ
た
国
民

健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
・
基
金

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
任
意
継

続
社
会
保
険
料
な
ど
の
領
収
書�

・
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
、
損
害
保
険
料
な
ど
の
支
払
証

明
書�

・
身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
の
方

は
障
害
者
が
確
認
で
き
る
手
帳
ま

た
は
証
明
書�

・
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
平
成
18
年
中
に
支
払
っ

た
医
療
費
の
領
収
書
（
合
計
額
を

計
算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
）、
高
額

医
療
費
や
生
命
保
険
入
院
特
約
か

ら
還
付
さ
れ
た
金
額
の
わ
か
る
書

類�・
営
業
、
事
業
、
農
業
所
得
者
は

収
支
の
わ
か
る
内
訳
書
な
ど�

・
平
成
18
年
中
に
農
業
用
機
械
な

ど
を
購
入
し
た
場
合
は
、
そ
の
領

収
書
な
ど�

・
所
得
税
の
還
付
や
納
税
の
際
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、

銀
行
名
や
口
座
番
号
の
わ
か
る
も

の
（
通
帳
な
ど
）
と
銀
行
印
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。�

◇
問
い
合
わ
せ
先�

須
賀
川
税
務
署
　
75
―
２
１
９
４�

町
税
務
課
　
　
　
62
―
２
１
１
４�

申
告
会
場
　
　
　
62
―
３
０
８
２�

　
町
で
は
、
公
的
（
共
済
、
厚
生
、

国
民
）
年
金
受
給
だ
け
の
方
を
対

象
と
し
た
申
告
相
談
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。�

◇
日
　
時
　
２
月
７
日
（
水
）�

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◇
場
　
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◇
持
参
す
る
も
の�

・
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票�

・
各
種
所
得
控
除
に
必
要
な
証
明

書
や
領
収
書
な
ど�

・
銀
行
印
と
銀
行
名
や
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の�

　
平
成
18
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
、
所
得
税
か
ら
町
県
民
税

へ
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
、
平
成
19
度
よ
り

町
県
民
税
の
税
率
構
造
が
、
従

来
の
５
％
・
10
％
・
13
％
の
３

段
階
か
ら
一
律
10
％
の
税
率
に

変
わ
り
ま
す
。�

◇
定
率
減
税
の
廃
止�

　
景
気
対
策
の
た
め
に
導
入
し

た
定
率
減
税
が
、
経
済
状
況
の

改
善
な
ど
に
よ
り
廃
止
さ
れ
ま

す
。�

◇
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

に
伴
う
経
過
措
置�

　
65
歳
以
上
の
方
で
、
前
年
の

合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円

（
公
的
年
金
の
み
の
場
合
は
収

入
が
２
４
５
万
円
）
以
下
の
方

に
対
す
る
非
課
税
措
置
は
平
成

18
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
経
過
措
置
と
し
て
、
平

成
17
年
１
月
１
日
現
在
65
歳
に

達
し
て
い
た
方
の
税
額
は
、
平

成
18
年
度
は
１
／
３
、
平
成
19

年
度
は
２
／
３
、
平
成
20
年
度

は
全
額
課
税
に
な
り
ま
す
。�

�

　
須
賀
川
税
務
署
で
は
、
平
成
18

年
分
所
得
税
申
告
書
の
作
成
相
談

を
２
月
１
日
（
木
）
か
ら
３
月
１

５
日
（
木
）
ま
で
、
昨
年
同
様
須

賀
川
市
産
業
会
館
（
牡
丹
園
向
か

い
）
で
行
い
ま
す
の
で
、
混
ま
な

い
う
ち
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
次
の
よ
う
な
提
出
方
法

が
便
利
で
す
。�

１．

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申

告
書
を
作
成
し
、
郵
送
で
提
出�

＊
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://w
w
w
.nta.go.jp�

２．

e-T
ax

（
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）
に
よ
る
申
告�

　e-T
ax

を
利
用
す
る
場
合
、
事
前

に
電
子
証
明
書
の
取
得
が
必
要
に

な
り
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
、e-T

ax

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

＊e-T
ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp�

　
確
定
申
告
会
場
に
はe-T

ax

コ
ー

ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

利
用
者
識
別
番
号
等
の
通
知
を
受

け
て
い
る
方
は
事
前
の
希
望
に
よ

り
電
子
申
告
が
可
能
で
す
。�

�

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い

給
与
所
得
者
で
も
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

・
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
で
取
得
し
た
場
合�

・
入
院
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を

支
払
っ
た
場
合�

・
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合�

・
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
な
い
場
合
な
ど
で
す
。�

　
平
成
18
年
中
に
土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
利
益
に
は
、
譲
渡

所
得
と
し
て
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
特
例
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
例
の
適

用
を
受
け
る
に
は
様
々
な
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

譲
渡
所
得
に
つ
い
て
も
、
他
の
所

得
と
一
緒
に
確
定
申
告
を
行
う
こ

と
な
り
ま
す
。�

　
町
で
は
、
２
月
７
日
（
水
）
か
ら
所
得
税
と
町
県
民
税
の
申
告
相
談

を
行
い
ま
す
。
こ
の
相
談
は
、
昨
年
１
年
間
（
平
成
18
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
）
の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
こ
の
内
容
が

平
成
19
年
度
の
町
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
課
税
基
礎
と
な

り
ま
す
。
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
申
告

の
内
容
に
よ
っ
て
は
時
間
が
か
か
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
申
告
相
談
の

際
は
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。�

申
告
が
必
要
な
方�

申
告
の
必
要
が
な
い
方�

年
金
受
給
者
の
申
告
相
談�

所
得
税
の
還
付
申
告�

土
地
や
建
物
を�

売
っ
た
と
き�

税
制
改
正
で
変
わ
り
ま
す�

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の�

須賀川税務署からの�
お知らせ�

75－2194

2�3�



4

平成19年２月号�

5

区長一人ひとりに辞令が交付されました�

　
須
賀
川
警
察
署
調
べ
に
よ
る
と
、

鏡
石
町
に
お
け
る
犯
罪
発
生
状
況

は
、
下
の
表
で
分
か
る
よ
う
に
、

平
成
17
年
に
は
前
年
比
で
大
幅
な

減
少
を
記
録
し
た
も
の
の
、
平
成

18
年
で
は
前
年
比
で
約
５
割
増
加

し
て
い
ま
す
。�

　
表
を
み
る
と
、
近
年
多
発
し
て

い
た
「
車
上
ね
ら
い
」
は
沈
静
化

の
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
17

年
に
大
幅
に
減
少
し
た
「
自
転
車

盗
」
が
、
平
成
18
年
で
は
再
び
以

前
の
水
準
に
戻
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。�

　
ま
た
、
今
年
の
傾
向
と
し
て
「
そ�

の
他
の
刑
法
犯
」
が
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
内
「
万
引
」
が
51
件
と
、

昨
年
比
40
件
増
加
し
て
お
り
、
須

賀
川
警
察
署
管
内
の
約
４
割
が
鏡�

�����

石
町
内
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

町
の
防
犯
対
策�

　
町
で
は
、
「
鏡
石
町
防
犯
対
策

会
議
」
と
し
て
、
２
ヶ
月
に
１
度

程
度
、
防
犯
指
導
隊
及
び
地
域
安

全
活
動
推
進
員
が
情
報
交
換
を
行

い
、
「
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
」
「
一
戸
一
灯
運
動
」
な
ど

各
種
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

�����

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
を�

　
ご
覧
の
と
お
り
、
発
生
し
て
い

る
犯
罪
は
、
自
転
車
盗
、
万
引
な

ど
軽
微
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。�

し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
犯
罪
が�

増
え
る
こ
と
は
、
引
い
て
は
町
の

治
安
を
悪
化
さ
せ
、
重
大
な
犯
罪

の
引
き
金
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。�

　
「
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
犯

罪
は
許
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
意

識
を
地
域
ぐ
る
み
で
形
成
し
、
安

全
安
心
な
鏡
石
町
を
作
り
ま
し
ょ

う
。�

　
本
年
１
月
、
東
北
自
動
車
道
鏡

石
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

の
設
置
の
社
会
実
験
が
国
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。�

　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
の
社
会
実

験
は
、
国
、
地
方
自
治
体
、
そ
し

て
関
係
機
関
が
共
同
で
、
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
を
運
営
す
る
た
め
の
課
題

を
把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
（
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
料
金
シ
ス

テ
ム
）
専
用
の
仮
出
口
を
高
速
道

路
の
パ
ー
キ
ン
グ
に
設
置
す
る
も

の
で
、
県
内
で
は
松
川
と
新
鶴
に

次
い
で
三
番
目
に
な
り
ま
す
。�

　
今
後
は
、
関
係
機
関
で
構
成
さ

れ
る
「
鏡
石
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会

実
験
協
議
会
（
仮
称
）」
が
設
立
さ

れ
、
実
験
開
始
に
向
け
て
準
備
が

進
め
ら
れ
ま
す
。�

��

　
町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
の
要
望
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
が
決
定
し
た
こ
と

に
よ
り
、
本
格
的
な
高
速
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
扉
が
開
い
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
後
は
社
会
実
験

の
成
功
と
本
格
的
導
入
を
実
現
さ
せ
、

町
の
産
業
振
興
、
文
化
交
流
、
そ

し
て
観
光
促
進
な
ど
地
域
活
性
化

に
結
び
つ
く
よ
う
多
く
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
１
月
５
日
（
金
）
午
後
３
時
か

ら
町
役
場
に
お
い
て
、
今
年
初
め

て
の
区
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
式
で
は
、
木
賊
町
長
か
ら
退
任

さ
れ
る
３
名
の
前
区
長
に
感
謝
状
が
、

新
任
４
人
を
含
む
13
名
の
新
区
長

一
人
ひ
と
り
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
木
賊
町
長
か
ら
「
前

区
長
の
み
な
さ
ん
に
は
、
町
行
政

へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
新
区
長
の
み
な
さ
ん
に
は
、

行
政
区
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
各
行
政
区
長
は
、
住
民
の
み
な

さ
ん
の
要
望
を
町
に
伝
え
た
り
、

町
か
ら
の
依
頼
を
住
民
に
伝
え
た

り
す
る
町
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
で
す
。

こ
こ
で
は
、
今
年
１
年
間
お
世
話

に
な
る
各
行
政
区
長
の
顔
ぶ
れ
を

紹
介
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
区
長
協
議
会
の
新
役
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）�

会
　
長
　
石
井
　
清
司（
再
　
　
任
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
久
田
区
）�

副
会
長
　
常
松
　
　
誠（
新
　
　
任
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
仁
井
田
区
）�

会
　
計
　
渡
辺
　
俊
広（
再
　
　
任
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鏡
石
４
区
）�

監
　
事
　
大
河
原
　
晟（
新
　
　
任
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
久
来
石
区
）�

　
〃
　
　
斎
田
　
一
男（
新
　
　
任
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
成
田
区
）�

�

県
内
3
番
目
の
社
会
実
験
決
定�

地
域
活
性
化
に
期
待�

町
の
犯
罪
発
生
件
数
が
急
増
加�

社会実験の概要�

利用方向　東京方面、仙台方面�

利用時間　6:00～22:00�

対象車種　ETC車載器載の軽自動車�

　　　　　（二輪自動車含む）�

　　　　　普通車�

　　　　※けん引車を除く�

町の犯罪�
発生状況�

新行政区長のみなさん�
任期�
平成19年１月１日から�
平成19年12月31日まで�

天栄村�

玉川村�

須賀川市�

鏡田区（再）�
西牧　英二�さん�

高久田区（再）�
石井　清司�さん�

仁井田区（再）�
常松　　誠�さん�

鏡石4区（再）�
渡辺　俊広�さん�

鏡石1区（再）�
小貫　辨明�さん�

鏡石3区（再）�
深谷　荘一�さん�

豊郷区（再）�
井口　之栄�さん�

旭町区（再）�
会田　勝計�さん�

さかい区（再）�
浅野　　啓�さん�

久来石区（元）�
大河原　晟�さん�

鏡石2区（新）�
今駒　　弘�さん�

笠石2区（新）�
遠藤　良継�さん�

成田区（新）�
斎田　一男�さん�

ピンクチラシ撤去作業の様子�

社会実験が決定した東北自動車道鏡石PA付近�



華やかな衣装を身につけた新成人�

成人としての宣誓をする、添田さん（左）と稲田さん�

代表として謝辞を述べる井上さん�

溝井  貴徳さん�稲田  麻美さん�

千代　剛史さん�飛澤  香菜子さん�

　町老人クラブ
連合会（小抜三
吉会長）は、日
常に潜む交通事
故の危険箇所を
示した「駅前地
区ヒヤリ地図」
を作成し、高齢

者の交通事故防止対策とヒヤリ地図活用を求め
る要望書と一緒に木賊町長に贈りました。�
　地図は、町役場や公民館に掲示するほか、各
集会所にも配布する予定です。�

　1月19日（金）
午前 10 時から
岡ノ内幼稚園
（山野辺澄子園
長）で、町健康福
祉課によるむし
歯予防食育教室
が開かれました。�

　当日は、町保健師や歯科衛生士が手作りの歯
の模型などを使って、園児が理解できるよう分
かりやすい説明で教室を行っていました。園児
達は、歯ブラシとコップを持参し、実際に歯の
磨き方などを元気いっぱいに学んでいました。�

　いきいき学級
（本校）では、1
月 17 日（水）午
後1時から町公
民館で介護予防
教室を開催しま
した。�
　この教室は、

町健康福祉課といきいき学級の共催による事業
で、介護予防ための運動の仕方や、知識を学ぶ
もので、参加した生徒は、ユーモア溢れる講師
の説明に楽しみながら学んでいました。�

　町交通安全協
会（小貫良巳会
長）は、1月 7
日（日）午前9時
から鹿島神社で、
今年一年の無事
故を祈願して、
交通安全祈願祭
を行いました。�

　当日は、関係者約40人が出席し、小貫会長、木
賊町長、菊地議長など8人が玉ぐしを捧げました。�
　平成18年中の交通事故発生件数は76件、傷
者が108人で、死者は1人もいませんでした。�
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岡ノ内幼稚園で むし歯予防教室�

新
成
人
の
一
言�

　こうして成人を迎え
られたのも、家族をは
じめとした多くの方々
の支えのおかげだと思
います。心から感謝
しています。�
　これからは成人とし
ての自覚を持ち、責
任のある行動をとって
いきたいと思います。�

　多くの方々の支え
により、晴れて成人
式を迎えることがで
き、感謝の気持ちで
胸がいっぱいです。�
　これからは、成人
としての自覚と責任
を持ち、社会に貢献
できるよう夢に向か
って努力していきた
いと思います。�

　無事に成人を迎え
ることができ、家族
をはじめお世話にな
った方々には心から
感謝いたします。�
　これからは、自ら
の限界に挑戦し、自
覚と責任を持った立
派な成人となれるよ
う最善を尽くしてい
きたいと思います。�

　成人の日を迎えて、
たくさんの人達の支
えがあって、ここま
でこれたと身にしみ
て感じています。�
　最善を尽くせとい
う精神を忘れずに、
これからも一歩ずつ
前進していきたいと
思います。�

成人証書を代表授与す
る関
根さ
ん

　元町議会議員故吉田利雄さん
の死亡叙勲伝達式が、1月 11日
（木）午後 2 時から行われ、福
島県県中地方振興局の阿久津局
長から遺族に賞状と勲章が手渡
されました。�
　吉田さんは、昭和 46 年から
町議会議員を 3期 12年、うち 2
年間議長を務められました。�
　吉田さんが受賞したのは、旭
日単光章で、この章は功績の内
容に着目し、顕著な功績を挙げ
た方に送られる章です。�

元町議会議員死亡 叙勲伝達式�

　年賀交歓会が1月 4日 (木 )午
後 4時から鏡石舘で行われ、約
180名が参加しました。�
　木賊町長は「成田ほ場整備事
業やフローラの町づくり事業な
どに取り組みながら、町民一丸
で共生協働の牧場の朝のまち鏡
石に取り組んでいきたい」とあ
いさつしました。続いて、菊地
議長を初め来賓の方々があいさ
つしました。�
　また、最後に参加者全員で「牧
場の朝」を斉唱しました。�

平成19年 年賀交歓会�

　1月 4日（木）午前 10時 30分
から鳥見山体育館で消防団出初
め式が開催されました。�
　当日は、出席者全員で町内の
無火災を祈願した黙とうをしま
した。また、通常点検では、消
防団員、女性消防隊は勇姿を現
していました。�
　式終了後には、防火パレード
が行われました。�
1年以上の無火災表彰分団�
第3分団、第4分団、第7分団、第9分団�

平成19年 町消防団出初め式� 　
１
月
７
日
（
日
）
午
前
11
時
か

ら
町
公
民
館
で
成
人
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
男
性
１
０
６

人
、
女
性
91
人
、
合
計
１
９
７
人

が
成
人
を
迎
え
、
社
会
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。�

　
式
典
の
初
め
に
参
加
者
全
員
で

君
が
代
を
斉
唱
し
、
華
や
か
な
衣

装
を
身
に
つ
け
た

新
成
人
を
前
に
、

木
賊
町
長
が
、「
次

代
を
担
う
若
い
方
々
が
、

町
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

加
、
協
力
さ
れ
る
こ
と
を
希
望

し
ま
す
。
可
能
性
を
信
じ
、
目
的

に
向
か
い
ま
い
進
さ
れ
ま
す
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
す
」、
稲
田
教
育

委
員
長
が
、「
自
分
に
何
が
で
き
る

か
何
を
な
す
べ
き
か
を
認
識
さ
れ
、

鏡
石
人
と
し
て
地
域
や
国
際
社
会

と
関
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
成
人
者
を
代
表
し
て

関
根
麻
衣
さ
ん
が
成
人
証
書
を
授

与
し
、
添
田
祐
友
さ
ん
と
稲
田
麻

美
さ
ん
が
「
成
人
と
し
て
喜
び
を

か
み
し
め
、
さ
ら
に
心
身
の
鍛
練

と
教
養
の
向
上
に
努

め
ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
菊
地
議
会
議
長
、
恩

師
の
伊
藤
信
孝
先
生
が
祝
辞
を
贈

り
、
面
川
茜
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏

に
よ
り
牧
場
の
朝
を
斉
唱
し
ま
し

た
。�

　
最
後
に
、
井
上
雅
之
さ
ん
が
「
成

人
と
し
て
の
責
任
感
と
自
覚
を
持

ち
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
式
典
終
了
後
に
は
、
参
加
者
全

員
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
、
久
し

ぶ
り
に
再
会
し
た
旧
友
や
恩
師
と

近
況
を
交
換
し
て
い
ま
し
た
。�

いきいき学級で 介護予防を学習�

町交通安全協会 無事故を祈願�

町老人クラブ連合会 ヒヤリ地図を作成�

昨年より多い約180人が参加した年賀交歓会�昨年より多い約180人が参加した年賀交歓会�

一年の無事故を祈願� むし歯予防を学習�

介護予防を学習する生徒�ヒヤリ地図が完成�

無火災表彰を受ける分団�無火災表彰を受ける分団�



12月29日（金）～２月28日（水）までの２ヶ月間、休園いたします。�ふれあいの森のお知らせ�

五十嵐あや子 さん�
　今月号では中町にお住まいで、民
生委員として活躍している五十嵐あ
や子さんにお話を伺ってきました。�
　旦那さんの仕事の都合で東京から
昭和58年に引っ越してきたという
五十嵐さん。宮城県生まれなので、
鏡石町には違和感なく安心して住む
ことができたと話していました。子
供の頃は、自宅から海がとても近く、
夏は海で遊ぶことが多かったそうです。�
　五十嵐さんは、「人との出会いを
大切にしています。今があるのも皆
さんのおかげです。」と語ってくだ
さいました。趣味は、木彫りとガー
デニングで、退職してから始めた木
彫りは個展を開く程の腕前です。現
在は４０本もの彫刻刀を使って花を
題材に棚などを制作していますが、
今度は仏像に挑戦するそうです。�
　まちづくりについて、「ボランテ
ィアの輪が広がり、やさしさにあふ
れる町になるといいですね。」と話
してくださいました。�
�
　次回は、中町にお住まいの小貫美
千代さんをご紹介します。�

中　町�

　☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆�
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
�

自
動
車
事
故
被
害
者
�

救
済
制
度
の
お
知
ら
せ
�

今後予定されている保健事業�

○日時　平成19年2月14日（水）午前9時30分～�
　場所　町勤労青少年ホーム�
　内容　メタボリック予防献立学習�

○日時　平成19年2月28日（水）午後1時30分～�
　場所　町勤労青少年ホーム�
　内容　中高齢期の“膝痛解消･脚力アップ”�
　講師　つむらやクリニック　圓谷昭市先生�

○日時　平成19年3月13日（火）午前9時～�
　場所　町勤労青少年ホーム�
　内容　フォローアップ血液検査�

○日時　平成19年3月20日（火）�
　場所　町勤労青少年ホーム�
　内容　メタボリック予防献立学習�

○日時　毎週水曜日　午前9時30分～11時30分�
　場所　町勤労青少年ホーム�
　内容　健康相談�

予
防
の
一
歩
は
�

生
活
習
慣
の
改
善
か
ら
�

フォローアップ血液検査から�

　
町
で
は
、
様
々
な
保
健
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
検
診
な
ど
を
受

け
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と

も
大
切
で
す
。�

　
最
近
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

は
、
内
蔵
脂
肪
型
の
肥
満
を
基

に
生
活
習
慣
病
に
な
る
危
険
因

子
を
複
数
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
状

態
を
言
い
ま
す
。
早
い
段
階
か
ら

予
防
・
解
消
す
る
こ
と
で
、
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
を
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
町
で
は
、
健
康
づ
く
り
サ
ロ
ン

な
ど
で
予
防
法
や
基
礎
知
識
な

ど
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
大
丈
夫
と
思
う
方
も
、
一
度
、

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

�

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
で
は
、
自
動
車
事
故

に
よ
る
被
害
者
保
護
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
救
済
制
度
を
行
っ

て
い
ま
す
。�

□
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付�

◎
対
象
者�

　
０
歳
か
ら
中
学
３
年
卒
業
ま

で
の
児
童
で
、
交
通
事
故
に
よ

り
死
亡
し
た
方
の
遺
族
、
ま
た

は
国
土
交
通
省
で
定
め
る
後
遺

障
害
を
も
た
ら
す
障
害
を
受
け

た
家
族�

◎
貸
付
金
額�

　
一
時
金
　
１
５
５，
０
０
０
円�

　
毎
　
月
　
２
０，

０
０
０
円�

◎
利
子�

　「
無
」�

◎
貸
付
条
件�

　
市
町
村
民
税
が
非
課
税
ま
た

は
均
等
割
の
み
課
税
な
ど�

�

□
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給�

◎
対
象
者�

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
や
脊

髄
を
損
傷
し
、
自
賠
責
保
険
の

後
遺
障
害
認
定
等
級
が
次
に
該

当
す
る
方�

・
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方�

　
１
級
１
号
ま
た
は
２
号�

（
平
成
14
年
３
月
31
日
以
前
の

事
故
は
１
級
３
号
ま
た
は
４
号
）�

・
随
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方�

　
２
級
１
号
ま
た
は
２
号�

（
平
成
14
年
３
月
31
日
以
前
の

事
故
は
２
級
３
号
ま
た
は
４
号
）�

◎
支
給
額�

・
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方�

　
５
８，

５
７
０
円
〜�

　
１
３
６，

８
８
０
円�

・
随
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方�

　
２
９，

２
９
０
円
〜�

　
５
４，

０
０
０
円�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
　
福
島
支
所�

　
　
０
２
４
―
５
２
２
―
６
６
２
６�

　
生
活
習
慣
病
は
、
栄
養
の
偏
っ

た
食
生
活
、
運
動
不
足
や
過
労
、

ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
、
飲
食
な
ど
生

活
習
慣
が
積
み
重
な
っ
て
発
症
し

た
り
、
進
行
し
た
り
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
中
高
年
の
人
だ
け
の
病

気
で
は
な
く
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら

の
生
活
習
慣
に
よ
り
、
若
い
人
に

も
発
病
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。�

　
病
気
の
発
症
に
は
、
遺
伝
的
な

要
因
な
ど
個
人
で
は
対
処
で
き
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
生
活
習

慣
は
、
本
人
の
努
力
で
改
善
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
家
族
ぐ
る

み
で
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
悪
い

習
慣
は
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

���

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
次
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。�

１ 

食
生
活
に
注
意
す
る�

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
は
、

健
康
な
体
を
作
る
基
本
で
す
。
カ

ル
シ
ウ
ム
、
鉄
な
ど
不
足
し
が
ち

な
栄
養
素
を
積
極
的
に
取
る
よ
う

に
し
て
、
脂
肪
や
塩
分
の
取
り
す

ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

２ 

体
を
動
か
し
、
太
り
す
ぎ
な
い

　  

よ
う
に
す
る�

　
適
度
な
運
動
は
、
呼
吸
器
や
循

環
器
の
能
力
を
高
め
、
筋
肉
を
発

達
さ
せ
ま
す
。
で
も
、
無
理
を
す

る
の
は
逆
効
果
で
す
。
運
動
不
足

は
肥
満
を
招
き
、
糖
尿
病
、
高
血

圧
な
ど
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

運
動
は
、
健
康
な
生
活
に
欠
か
せ

ま
せ
ん
。�

３ 

喫
煙
を
や
め
る�

　
喫
煙
は
、
肺
ガ
ン
だ
け
で
な
く

高
血
圧
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
の

危
険
性
を
高
め
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
ぜ
ひ
、
禁
煙
に
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。�

４ 

飲
酒
は
適
量
を
守
る�

　
酒
は
百
薬
の
長
な
ど
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
適
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
は

疲
労
回
復
や
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
お
酒
は
適

量
を
食
事
と
い
っ
し
ょ
に
ゆ
っ
く

り
と
飲
む
の
が
健
康
的
な
飲
み
方

で
す
。�

５ 

定
期
検
診
を
受
け
、
早
期
治
療

　  

に
努
め
る�

　
生
活
習
慣
病
の
多
く
は
徐
々
に

進
行
し
、
知
ら
な
い
う
ち
に
発
症

し
ま
す
。
予
防
す
る
た
め
に
は
、

健
康
な
う
ち
か
ら
定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。�

　
町
で
は
、
平
成
19
年
度
登
録
の

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定
申

請
を
次
の
と
お
り
受
付
い
た
し
ま
す
。�

１
、
更
新
登
録�

　
　
受
付
期
間�

　
　
平
成
19
年
２
月
１
日
（
木
）

　
　
か
ら
２
月
15
日(

木)

ま
で�

２
、
新
規
登
録�

　
　
受
付
期
間�

　
　
随
時
（
た
だ
し
平
成
19
年
４

　
　
月
１
日
付
け
で
指
定
を
受
け

　
　
た
い
場
合
は
平
成
19
年
２
月

　
　
15
日
（
木
）
ま
で
に
申
請
し

　
　
て
下
さ
い
）�

３
、
提
出
先�

　
　
上
下
水
道
課
下
水
道
グ
ル
ー
プ�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
上
下
水
道
課�
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【
お
知
ら
せ
】�

　
供
用
開
始
区
域
内
に
お
住
ま
い

の
方
で
、
ま
だ
下
水
道
（
公
共
下

水
道
ま
た
は
、
農
業
集
落
排
水
）

へ
の
接
続
工
事
が
お
済
み
で
な
い

方
は
速
や
か
に
実
施
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

排
水
設
備
指
定
工
事�

指
定
申
請
の
受
付
を�

開
始
し
ま
す�

排
水
設
備
指
定
工
事�

指
定
申
請
の
受
付
を�

開
始
し
ま
す�

予
防
の
た
め
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト�

がん、脳卒中、心臓病、糖尿病、高血圧などの生活習慣病は、生
活習慣の乱れが作りだす病気です。生活習慣病は、毎日の生活習
慣を改善することで、予防したり進行を食い止めたりできます。こ
こでは、その対策について、５つの要点にしぼり紹介します。�

2月1日～7日は生活習慣病予防週間です�



　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
運
輸
支
局
の
登
録
フ
ァ
イ
ル
に

記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
者
（
割
賦
販

売
に
よ
る
購
入
の
場
合
は
使
用
者
）

が
、
５
月
31
日
ま
で
に
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
自
動
車
を
譲
渡
し
た
り
、
廃
車
し

た
と
き
に
、
運
輸
支
局
で
登
録
し
な

い
と
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
票
を
異
動
し

た
と
き
も
同
じ
く
、
車
検
証
の
住
所

変
更
を
運
輸
支
局
に
登
録
し
ま
し
ょ

う
。�

　
自
動
車
の
車
検
を
受
け
る
と
き
に

は
、
納
税
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
券
も
同
時
に
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

ま
し
ょ
う
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

・
自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て�

　
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局�

　
　
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
１
５�

・
自
動
車
税
に
つ
い
て�

　
県
中
地
方
振
興
局
課
税
第
二
グ
ル

　
ー
プ�

　
　
０
２
４
―
９
３
５
―
１
２
６
１�

�

　
福
島
県
看
護
協
会
で
は
、
看
護
師

な
ど
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
で
、
就

職
を
希
望
す
る
方
に
職
業
紹
介
を
行

っ
て
い
ま
す
。�

　
看
護
職
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
、

看
護
職
を
雇
用
し
た
い
施
設
の
方
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
詳
し
く
は
、
福
島
県
看
護
協
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
社
団
法
人
福
島
県
看
護
協
会�

　
　
０
２
４
―
５
２
１
―
１
１
９
８�

　
町
産
業
課
で
は
、
４
月
か
ら
ふ
れ

あ
い
の
森
公
園
管
理
棟
内
の
「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ど
ん
ぐ
り
」
に
作
品
を
展
示

し
た
い
個
人
・
団
体
を
募
集
い
た
し

ま
す
。�

　
今
回
募
集
す
る
の
は
、
平
成
19
年

４
月
か
ら
平
成
20
年
３
月
ま
で(
１

月
、
２
月
を
除
く)

の
期
間
で
、
１
団

体
の
展
示
期
間
は
概
ね
15
日
間
と

な
り
ま
す
。�

　
内
容
は
絵
画
、
陶
芸
、
写
真
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
な
ど
何
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
こ
の
機
会
に
作
品
を
展
示
し
た

い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
町
産
業
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
申
込
多
数
の
場
合
や
展
示

内
容
が
重
複
す
る
場
合
は
、
ご
希
望

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

予
め
ご
了
承
下
さ
い
。�

◎
募
集
期
間
　
２
月
28
日（
水
）ま
で�

◎
申
込
・
問
合
せ
先�

　
町
産
業
課�
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日
本
郵
便
公
社
の
民
営
化
・
分
社

化
に
よ
り
、
平
成
19
年
３
月
５
日
か

ら
次
の
業
務
内
容
は
須
賀
川
郵
便
局

が
担
当
郵
便
局
と
し
て
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

　
郵
便
物
の
配
達
、
ポ
ス
ト
の
取
集

や
集
荷�

　
貯
金
保
険
の
集
金
な
ど�

　
な
お
、
鏡
石
郵
便
局
は
、
窓
口
業

務
の
み
を
取
り
扱
う
郵
便
局
と
な
り

ま
す
。�

◎
そ
の
他�

　
郵
便
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。�

　
配
達
回
数
は
現
在
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。（
配
達
経
路
は
変
わ
り
ま
す
。）�

　
ポ
ス
ト
の
取
集
回
数
や
時
刻
は
、

若
干
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
鏡
石
郵
便
局�
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―
２
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新幹線、在来線の特急券・寝台券・座席指定券は鏡石駅でお求めください。�きっぷは鏡石駅で�税務町民課では、毎週金曜日、午後７時まで窓口業務（証明書発行）を延長しています。�役場窓口業務延長�

○つどいの広場子育て講座（※申込み制）�
日時　2月16日(金)午前10時～�
場所　町保健センター�
内容　「手作りおもちゃ」�
○生き生き子育て教室（※申込み制）�
日時　2月26日（月）　午前10時から�
場所　町保健センター�
○３～４か月健康診査�
日時　2月21日(水)　午後1時30分～�
場所　公立岩瀬病院�
○１・２歳児健康相談�
日時　2月2日(金)　午前9時30分～�
　　　3月2日(金)　午前9時30分～�
場所　町保健センター�
○健康セミナー�
日時　2月28日(水)　午後1時30分～�
場所　町勤労青少年ホーム�
テーマ　中高齢期の“膝痛解消･脚力アップ”�
講師　つむらやクリニック�
　　　　　　　　　圓谷昭市先生�

◎
読
み
聞
か
せ
会�

・
日
　
時
　
２
月
17
日
（
土
）�

　
午
前
10
時
30
分
か
ら�

・
話
し
手
　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
　
あ
ゆ
み
ら
い�

・
内
容
　
絵
本
「
か
み
そ
り
ぎ
つ
ね
」

　
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か�

◎
み
ん
な
の
造
形
教
室�

・
日
　
時
　
２
月
18
日
（
日
）�

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時�

・
講
　
師
　
絵
本
造
形
作
家�

　
　
　
　
　
　
菊
地
　
清
　
先
生�

・
内
　
容
　
立
体
カ
ー
ド�

　
　
　
　
「
ひ
な
に
ん
ぎ
ょ
う
」�

　
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
楽
し

め
る
内
容
で
す
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。�

・
持
っ
て
く
る
も
の�

　
ハ
サ
ミ
、
い
ろ
ん
な
色
の
マ
ジ
ッ

ク
、
工
作
用
ボ
ン
ド�

・
参
加
希
望
者
は
図
書
館
（
　
62
―

１
２
８
８
）
ま
で
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。�

�������������

◎
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会�

・
日
　
時
　
２
月
21
日
（
水
）�

　
午
前
11
時
か
ら�

・
内
　
容
　
絵
本
「
や
ま
の
お
ふ
ろ

　
や
さ
ん
」
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊

　
び
ほ
か�

・
対
象
者
　
就
園
前
の
幼
児
と
保
護

　
者�

◎
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ナ
ー�

　
２
月
の
コ
ー
ナ
ー
テ
ー
マ
は
『
受

賞
絵
本
』
で
す
。�

　
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞

し
た
絵
本
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。�

�

※
休
館
の
お
知
ら
せ�

　
２
月
27
日
（
火
）
か
ら
３
月
４
日

（
日
）
ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館

い
た
し
ま
す
。�

　
期
間
中
、
貸
出
し
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
返
却
は
受
付
し
ま
す
。
玄
関
脇

の
返
却
ポ
ス
ト
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。�

�

10

（18.12. 31 現在）�

火　災 � 12件　�（９）�
救　急�
水　害 �

520�
1
件�
件�
（546）�
（０）�

（　）は前年同期の件数�

「消さないで　あなたの心の　注意の火」�
（全国統一防火標語）�

固定資産税（4期）�
上下水道使用料（12・1月分）�
の納入期限は2月28日（水）です。�

◇　◇　◇　◇　◇�

下記の金融機関での口座振替が便利です。�
すかがわ岩瀬農協鏡石支店�・須賀川信用金庫各�
店・�東邦銀行各店�・大東銀行須賀川支店�・福�島�
県商工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局�

（19. １. 1 現在）�

12,743人 �（＋14）�

6,207 人 �（＋６）�

6,536 人 �（＋８）�

3,932 世帯 �（＋７）�

（　）�は前月との比較�

（18.12. 31 現在）�

件　数 � 76件 �（103）�

死　者 �０人 �（２）�

傷　者 � 108人 �（137）�

（　）�は前年同期の件数�

～死亡事故０日数　505日～�

古紙�100％再生紙�11

よ　ろ　こ　び�

人口と世帯数�今月の納税�交 通 事 故 �火災・救急事故�

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は
�

大
丈
夫
で
す
か
�

図
書
館
だ
よ
り
�

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
へ
登
録
く
だ
さ
い
�

－12月受付分－�

この欄への掲載を希望しない方は、届出の際に
お知らせください�

乳幼児検診等のお知らせ�
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ど
ん
ぐ
り
作
品
募
集
�

担
当
郵
便
局
が
変
わ
り
ま
す
�

廃車・名義変更手続きはお早めに！�
　軽自動車税は、毎年4月1日現在で軽自動車やバイク、トラクター
などの所有者に対して課税されます。�
　廃車した時、人に譲った時などは所定の手続きをしないと、平成19
年度の軽自動車税が課税されることとなりますので、3月末日までに
次表のとおり手続きをしてください。�

車　　種� 届出・問い合わせ先� 必要なもの�

原動機付自転車�
(125cc以下)�
小型特殊自動車�
(農耕用その他)

ナンバープレート、印鑑
（所有者・届出者）、標
識交付証明書�

車種によって手続きの
方法が多少異なります
ので、事前に確認して
ください。�

町税務町民課�
電話62-2114

福島陸運支局�
福島市吉倉字吉田54�
電話024-546-0341

福島県軽自動車協会�
福島市吉倉字谷地16-7�
福島軽自協会館内�
電話024-546-2577

軽二輪�
(126cc～250cc)�
軽三輪・軽四輪�

�

二輪の小型自動車�
(251cc以上)

福島県の�
最低賃金�618円�

平成18年10月1日発効�

厚生労働省  福島労働局・労働基準監督署・公共職業安定所�

最低賃金額以上の賃金を支払わない場
合は、最低賃金法違反となり、処罰の
対象となります。�

このような作品が出来上がります�



　

今
月
１４
日
、文
化
庁
は

「
親
子
で
歌
い
つ
ご
う　

日

本
の
歌
百
選
」を
発
表
し
、

町
の
シ
ン
ボ
ル
曲「
牧
場
の

朝
」が
日
本
の
歌
百
曲
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」な
ど

古
く
か
ら
広
く
親
し
ま
れ

て
い
る
曲
や
、２
０
０
３
年

に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
が
歌
い
ヒ
ッ
ト

し
た「
世
界
に
一つ
だ
け
の

花
」（
作
詞
作
曲・槙
原
敬

之
）な
ど
、世
代
を
問
わ
ず

に
口
ず
さ
め
る
曲
が
並
び

ま
し
た
。（
下
の一
覧
表
参

照
）

　

日
本
の
歌
百
選
は
、全

国
か
ら
は
が
き
や
電
子

メ
ー
ル
な
ど
で
公
募
し
、計

６
，６
７
１
通
、８
９
５
曲
の

中
か
ら
１
０
１
曲
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　１月１８日（木）午前１０時３０分から第一小学校
において、新年集会が開催されました。
　当日は、町老人クラブ連合会から４３名が参加
して子供達にお手玉や折り紙などの昔ながらの
遊び方を教えました。
　表紙の写真は、羽根つきコーナーの一コマ
です。

　家族からの一言
　いつまでも、ふたり仲良く、健やかに育って欲しい
　です。

特集 申告相談は忘れずお早めに……P2
町との太いパイプ役新行政区長決まる…P4

スマートＩＣ社会実験が始まります………P5

もう人ごとではありません ………………P5
町の犯罪発生件数が増えています

・仰げば尊し
・赤い靴
・赤とんぼ
・朝はどこから
・あの町この町
・あめふり
・雨降りお月さん
・あめふりくまのこ
・いい日旅立ち
・いつでも夢を
・犬のおまわりさん
・上を向いて歩こう
・海
・うれしいひなまつり
・江戸子守唄
・おうま
・大きな栗の木の下で
・大きな古時計
・おかあさん
・お正月
・おはなしゆびさん
・朧月夜
・思い出のアルバム
・おもちゃのチャチャチャ
・かあさんの歌
・風
・肩たたき
・かもめの水兵さん
・からたちの花
・川の流れのように
・汽車
・汽車ポッポ
・今日の日はさようなら
・靴が鳴る

・こいのぼり
・高校三年生
・荒城の月
・秋桜
・この道
・こんにちは赤ちゃん
・さくら貝の歌
・さくらさくら
・サッちゃん
・里の秋
・幸せなら手をたたこう
・叱られて
・四季の歌
・時代
・しゃぼん玉
・ずいずいずっころばし
・スキー
・背くらべ
・世界に一つだけの花
・ぞうさん
・早春賦
・たきび
・ちいさい秋みつけた
・茶摘み
・チューリップ
・月の沙漠
・翼をください
・手のひらを太陽に
・通りゃんせ
・どこかで春が
・ドレミの歌
・どんぐりころころ
・とんぼのめがね
・ないしょ話

・涙そうそう
・夏の思い出
・夏は来ぬ
・七つの子
・花（喜納昌吉）
・花（滝廉太郎）
・花の街
・埴生の宿
・浜千鳥
・浜辺の歌
・春が来た
・春の小川
・ふじの山
・冬景色
・冬の星座
・故郷
・蛍の光
・牧場の朝
・見上げてごらん夜の星を
・みかんの花咲く丘
・虫のこえ
・むすんでひらいて
・村祭
・めだかの学校
・もみじ
・椰子の実
・夕日
・夕やけこやけ
・雪
・揺籃のうた
・旅愁
・リンゴの唄
・われは海の子

日本の歌百選
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★
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★
★
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★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

真耶ちゃん（２歳）山野辺真帆ちゃん（６歳） （前山）
やま　の　べ　ま　ほ

　家族からの一言
　元気に育って欲しいです。あなたの笑顔は
　素敵です。

田代　雪乃ちゃん（２歳）（岡ノ内）
　た　しろ　　ゆき　のま　や

鳥見山公園の牧場の朝の歌碑

（　）内は作曲者。五十音順
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